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東京都立大島海洋国際高等学校Ｑ＆Ａ集 
 

 

１）入試に関すること 
 

Q1 学校の説明を都内で聞けますか。 

A1 都内の会場で学校説明会などをおこなっています。詳しくは、当校ホームページ「入

試案内」の「学校説明会・授業公開等」をご覧ください。 

 

Q2 学校の見学は、いつできますか。 

A2 本校を会場にして説明会や授業公開をおこなっています。詳しくは、当校ホームペ

ージ「入試案内」の「学校説明会・授業公開等」をご覧ください。また、説明会以外

の日程で見学を希望される方は、本校の副校長または総務部に相談してください。 

 

Q3 募集人数は何人ですか。 

A3 70名（2クラス） 

 

Q4 願書はどのように入手できますか。 

A4 インターネット出願ですので不要です。専用の出願サイトから出願して下さい。 

 

Q5 受検会場は大島でしょうか。 

A5 23 区及び多摩地区在住の方は都区内の受検会場（推薦・一般ともに東京都教職員

研修センターを予定）を用意しています。大島在住の方は大島の本校、大島以外の島

嶼在住の方は都区内の受検会場と大島の本校を選択できます。詳しくは、当校ホーム

ページ「入試案内」の入試要項をご覧ください。 

  

Q6 推薦入試は面接の他に試験がありますか。 

A6 推薦入試は、個人面接、集団討論（令和 3～5年度は中止）、作文があります。 

 

Q7 一般入試は何教科ですか。 

A7 一般入試は、5教科（国・数・英・社・理）と面接（令和 3～5年度は中止）があり

ます。なお、傾斜配点は実施しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２）学習に関すること 
            

Q1 普通科目について、習熟度別授業がどの科目で行われますか。 

A1 言語文化、論理国語（2年時）、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学 A、 

英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、

論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、生物基礎、化学基礎、物理基礎の予定です。 

 
Q2 新学科のアドミッションポリシー（期待する生徒像）について教えてください。 

A2 当校ホームページ「入試案内」の「入試案内・転学・編入学等」をご覧ください。 
  

Q3 新型コロナウィルス感染症禍で学校行事はどのような感じになっていますか。 

A3 令和 4年度までは新型コロナウィルス感染症の影響により、東京都教育委員会の通知 

に従い、学校行事は制限された中で感染症対策を徹底しながら海国祭（文化祭）など例年 

と形を変えて一部の行事を行いました。 

 

Q4 芸術科目は何がありますか。 

A4 音楽のみです。 

 

Q5 宅習の内容（Wi-Fi活用した進学指導方法）について教えてください。 

A5 現在宅習は、平日は毎日約 2時間の自学自習を行っています。 Wi-Fiを活用して 

学校の課題や予習・復習はもちろんのこと、個人が契約している学習コンテンツの活

用や進路・教科などの調べ学習などを行っています。 

 
Q6 取得できる資格等を教えてください。 

A6 本校で取得可能な資格の一例を示したものです。その他に取得できる資格や検定な

どもありますので、学校関係者にお聞きください。 

  ・水産海洋技術検定（1年生全員） 

・高等学校潜水技能検定 2級（船舶運航系・海洋生物系・海洋産業系） 

・1級小型船舶操縦士（船舶運航系・海洋産業系） 

・2級小型船舶操縦士（海洋生物系） 

・5級海技士（航海）筆記免除（船舶運航系） 

  ・特殊小型船舶操縦士（海洋産業系） 

  ・赤十字救急法基礎講習修了認定証（海洋産業系） 

 ・赤十字水上安全法救助員Ⅰ養成講習修了認定証（海洋産業系） 

・アーク溶接特別教育講習修了証（海洋産業系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３）進路に関すること 

 
Q1 本校が目指す 4年制大学レベル（海洋探究系）を教えてください。 

A1 水産・海洋系大学は、国公立に限らず、私立も含めて対象とします。理系に限らず、 

国際系や社会系等の文系大学も視野に入れています。 

 

Q2 大学進学するには海洋探究系に行かないといけないのですか。 

A2 他の類系でも大学に進学できます。ただし、大学受験科目への対応や大学入学後に 

必要な普通科目の基礎学力のことを考えると海洋探究系がおすすめです。 

 
Q3 本校で進学を目指すのなら、どの類系を選べばよいですか。また、就職は可能ですか。 

A3 海洋探究系は、水産科目を中心に学びますが、他の類系に比べて普通科目もより多

く学びます。それは大学等に進学して学ぶための基礎学力の充実を図るとともに、

学力試験や総合型選抜試験を活用して、水産を中心とした幅広い分野での国公立大

学や私立 4年制大学への進学を目標としているためです。一方、他の類系は、航海・

養殖・マリンスポーツを始め、海に係る仕事をする上で即戦力となる力を養うと共

に、専門性を生かして、総合型選抜試験を中心とした水産系の国公立、私立大学へ

の進学も視野に入れて学びます。いずれの類系も上級学校への進学は可能です。さ

らに、進学を中心とした進路指導を行いますが、就職を希望する生徒にも対応して

います。 

 
Q4 業者テストなど、どの学年で行いますか。 

A4 下表は、仮決定のものです。実施内容・時期については今後変更があります。  

1年 ※全員、毎回振り返り講座あり 受験料(現行) 

4月 基礎力診断テスト \2,510 

6月 実力診断テスト \2,510 

10月 実力診断テスト \2,510 

1月 実力診断テスト \2,510 

2年 ※海洋探究系と他 3系は別 受験料(現行) 

4月 【共通】基礎力診断テスト \2,510 

6月 【共通】実力診断テスト \2,090 

7月 【共通（希望者）】総合学力テスト \3,340 

10月 【共通】実力診断テスト \2,400 

11月 【共通（希望者）】総合学力テスト \3,540 

1月 【共通】実力診断テスト \2,400 

1月 【共通（希望者）】総合学力テスト \3,540 

2月 【海洋探究系】大学入学共通テスト模試 \3,540 

3年 ※海洋探究系と他 3系は別 受験料(現行) 

4月 【3系】実力診断テスト \3,210 

4月 【海洋探究系】総合学力記述模試 \3,950 

5月 【海洋探究系】大学入学共通テスト模試 \3,950 

7月 【海洋探究系】総合学力記述模試 \3,950 



9月 
【海洋探究系】第 1回ベネッセ・駿台大学入学共

通テスト模試 
\3,950 

10月 【海洋探究系】第 2回ベネッセ・駿台記述模試 \3,950 

10月 
【海洋探究系】第 1回ベネッセ・駿台大学入学共

通テスト模試 
\3,950 

   1月 【海洋探究系】大学入学共通テスト \18,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４）生活に関すること 
 

Q1 身だしなみの指導は厳しいですか。 

A1 進学や就職の際の面接試験を普段から意識し、身だしなみに気を付ける必要があり 

ます。頭髪は清潔な髪型とし、脱色や染髪などは禁止、化粧や装飾品も禁止です。面

接試験で生徒を評価するのは高校生よりも年齢が上の大人です。間違った印象を持た

れないように普段から大人の感覚で判断することが必要です。 

 

Q2  ジャージ等で登下校できますか。 

A2 ジャージ等で登下校は認められていません。制服での登下校となります。 

ただし、授業等の都合で先生の指示により実習着で登下校することがあります。 

 

Q3 学校内に売店はありますか。 

A3 売店はありませんが、飲み物の自動販売機が昇降口にあり、休み時間に利用でき 

 ます。寄宿舎生には寄宿舎からお弁当が届きます。 

 

Q4 学校に携帯電話やスマートホンなどを持っていっても良いですか。 

A4 授業中は電源を切ってカバンにしまうなどの、持ち込む際のルールが守れるならば 

大丈夫です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５）部活動に関すること 

 
Q1 部活動関係（部活動紹介・部活動費用に関して）について教えてください。 

A1 カッター・セーリング・潜水・サッカー・テニス・野球・水泳・バスケットボール 

陸上競技・バレーボール・釣り・音楽・生物・吹奏楽・ボランティア・郷土芸能が 

あります。部活動費用については、他の学校と同じで、個人で使う道具やユニホーム 

等以外に基本かかりません。部費を集めて、サプリメント等を購入している部活動も 

あります。公式戦については、公費から交通費（船代）の補助が出ます。 

 

Q2 新しく同好会を作ることはできますか。 

A2 同好会設立の規約はありますが、ほとんどの教員がすでに部活動の顧問となって 

 いるため新たな同好会の設立は困難です。 

 

Q3 部活動の兼部はできますか。 

A3 それぞれの部の顧問の同意があればできますが、ほとんどの部活動がほぼ毎日活動 

しているので兼部は難しいです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６）費用や転入手続き・証明書の発行に関すること 

 
Q1 住民票が必要な場合は、どうすればよいですか。 

A1 転入の手続きは寄宿舎が行います。その手続きが済めば町役場に依頼し、取り寄 

せることができます。 

〒100-0101 東京都大島町元町 1-1-14 

大島町役場 住民課 住民係 ＴＥＬ：04992-2-1446 

 

Q2 在学証明書はどこで発行していただけますか。 

A2 在学証明書は、学校の経営企画室で発行します。窓口又は郵送で申請してくださ 

い。なお、在校生は手数料不要です。 

申請先  

〒100-0211 東京都大島町差木地字下原 

東京都立大島海洋国際高等学校 

経営企画室 証明書発行担当 

 

 
Q3 年間費用を教えてください。 

A3 以下の【参考資料】年間所要経費の目安を御参照ください。 

 令和５年４月入学生の年間所要経費となっています。 

 

 

復路バス代（通常は歩いて寄宿舎まで帰りますが、雨の日等の荒天候時に路線バスを

利用する生徒もおります。）、個別受検する模試代等、お小遣い、個人事情による帰省費

用（船代・バス代および都内移動費）、病気になった場合の診察代など、その他費用と

して必要となる場合があります。 

 



 

 

 

 

 

　下記金額は全て令和５年度在学生の徴収金額を基本とした目安です。23区・多摩地域出身で、本校寄宿

舎に入舎する方を想定しています。２年時より選択する学科・コースにより徴収金額は異なりますのでご

注意ください。また、価格は変更になる場合があります。

〇授業料・教材費・寄宿舎関連経費

項目／学年 1学年 2学年 3学年 支援制度※

入学料 5,650 0 0 減免制度

授業料 128,800 118,800 118,800 就学支援金・多子世帯支援

寄宿舎使用料 24,000 24,000 24,000 減免制度

学年積立金（教材費等) 128,800 117,200 67,300 給付型奨学金

生徒会費 3,500 3,500 3,500

賄費（食費) 351,000 317,000 271,000

交通費 142,500 101,500 85,500

寄宿舎活動費 2,000 2,000 2,000

合計 ¥786,250 ¥684,000 ¥572,100

※支援制度について

減免制度 親権者の年収が一定以下の世帯は、減額（半額）または免除（０円）になります。

就学支援金 親権者の年収が一定以下の世帯に支給される支援金です。授業料と同額のため、授業料が実質無償となります。

多子世帯支援 生徒含め兄弟姉妹が３名以上いる世帯は、授業料が半額になります。

親権者の年収が一定以下の世帯は、３万円または５万円の奨学金が支給され、学校が指定する事業

（模試や検定試験など）に活用できる制度です。

〇学校指定品
男子 女子 備考

上衣 26,290 25,080

ズボン・スカート 23,100 23,760 夏用・冬用１着ずつ購入

ネクタイ 0 1,540 女子のみ購入

上衣 4,500 4,500

下衣 6,500 6,500 長期航海実習用に２着購入します。

ポロシャツ 4,500 4,500 表示価格は２つ分金額です。

ベルト 500 500

2,640 2,640

6,490 12,100

6,050 6,050 長期航海実習用に２個購入します。

トレーニングシャツ 3,980 3,980

トレーニングパンツ 3,450 3,450

半袖Tシャツ 2,650 2,650

ハーフパンツ 2,830 2,830

体育館履き 3,660 3,660

柔道着 4,580 4,580 中学校で使用していたもでも可

水着 1,620 2,770
中学校で使用していたもでも可

(スパッツタイプであること)

103,340 111,090

★上記以外にも、PTA会費、コース別の授業における資格試験取得費、航海実習に係るパスポート取得費、

部活動ごとの部費（大会参加、遠征費・合宿費・物品購入費など）が必要となる場合があります。

東京都立大島海洋国際高等学校　経営企画室作成

お問合せ：TEL　04992-4-0385                      

上履き

制帽

実習帽

体育着

合計

東京都立大島海洋国際高等学校　年間必要経費（参考）

項目

制服

実習服

給付型奨学金



７）その他 

 
Q1 新型コロナウィルス感染症対策について教えてください。 

A1 新型コロナウイルス感染症対策と学校運営に関するガイドライン（都立学校）～学

校の「新しい日常」の定着に向けて～に従い、令和５年５月８日までは換気の徹底や密

を避けるなどの校内及び寄宿舎の感染対策を講じて生徒の安全を確保しています。また、

マスクの着用は個人の判断となっておりますが、都内から戻った１週間は寄宿舎生活や

乗船実習等の感染拡大のリスクがあるため、着用をお願いています。 

 

 

Q2 学校の校舎は築何年ですか。 

A2 Ａ校舎は築 57年、B校舎築 51年となっています。 

 

Q3 学校はどこにありますか。どのように行けばよいですか。 

A3 本校は、伊豆大島の南部に位置しています。大島には、高速船または航空機を利用

して来ることができます。詳しくは、ＨＰの「アクセス」をご覧ください。 

 

Q4 大島内でバス移動する場合はどこで降りればよいですか。 

A4 各港（岡田港・元町港）や大島空港より大島バス波浮港ラインを利用します。 

学校へは、海洋国際高校前下車 徒歩 1分 

 寄宿舎へは、大島町陸上競技場前下車 徒歩 1分 

 時刻表などの詳細については、大島バスのホームページをご覧ください。 

 

Q5 東海汽船に持ち込める荷物のサイズと重量はどれくらいですか。 

A5 高速船内に無料で持ち込める手荷物の大きさは 3辺（縦＋横＋奥行き）の和が 

120ｃｍ以下、総重量は 20ｋｇ以下までです。3辺の和が 120ｃｍ超または、総重量 

が 30ｋｇまでのものは、有料で 1000円徴収されます。3辺の和が 200ｃｍ超または、 

総重量 30kg 超は持ち込み不可です。詳しくは、東海汽船ホームページをご覧くださ

い。 

 


